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aunque 節における叙法の選択について，3 種類に分けて説明している  4）。
①現在・未来の推測の内容について：「たとえ～でも」（接続法現在）
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とき：Aunque A, B. という組み合わせのとき，B の成立のために A がその条件として結びつ
いていないため，B の成立を認めるとき，A は B と矛盾する事態です。そしてその矛盾を表
明したいとき，aunque 節の動詞は，話し手が従属節で単なる想定を提示する接続法になりま
す」と説明した。そして
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7．Es cierto que Miguel no la conoce.
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ミゲルが彼女を知らないのは確かだ。




























2.1.3．Veiga et al. の場合
従属節の叙法を論じる Veiga et al.（２006）は，まずその第 1 章でスペイン語動詞の従属節で
の叙法構造を明らかにしている。彼らの叙法解釈は，まさに筆者が表現しようとしてできな
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2.2.2．Veiga et al.（2006: 108–9）の場合
彼らは「譲歩の関係とは，２ 種類の文の一方と他方の文の否定との間に想定される意味的関
係に反するような，２ 種類の文の（論理的）結合の関係に過ぎない」という見方に基づいて，そ
れを “(p → ~ q), p^q” という論理式で表現し，具体的には次の例文で説明している。
10．aunque venga Julia, iremos al cine.
フリアが来ても，私たちは映画に行こう。
ここでは p が「フリアが来ること」であり，q が「我々が映画に行くこと」になるが，前もっ
てその否定が想定される項を含んでいる。すなわち，この例文は「フリアの到来」が「我々が
映画に行かないこと」を想定させるが，p が実現すると q が否定されるという期待にもかかわ
らず，q の実行が表現されているのである。
2.2.3．川口（2012）の場合
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もの（第 1 説），「同節は話し手と聞き手の間の意見対立を示す」とするもの（第 ２ 説），「同用
法は特殊なものとみなすに当たらない」とするもの（第 3 説），である。そして，「これらのう
ち，どれが事象を最も適切にとらえているだろうか。或はこれ以外の新たな仮説を追及する必












c． 上記 ２ 項は「ある事柄が事実であるか否かについて話者が判断を下さず，中止してい
ることを表す。」という接続法の基本的機能から生じた帰結ではないかと考えられる。



















そして 4.7. には aunque 節の叙法選択に関する川口の主張が，以下のように提示されてい
る。
1． 事実をあらわす aunque 構文の従属節において直説法を使用する場合，話者は「aunque
節であらわされる事態の成立を明示する」意図を持つ。




である  15）。なお，この主張の長所として，「従来の研究では，事実をあらわす aunque 譲歩構文
における叙法選択について，接続法の特殊性に注目されることが多かったように見受けられ
る。そして接続法が用いられた aunque 節の命題のみに焦点を当てた説明が多く発表されてき













11． Aunque la mona se vista de seda, mona se queda. 16）
雌猿は絹の衣装を身に着けても，雌猿でしかない。
そして接続法が未来時の事態を表現すると解釈されると接続法が選ばれるが，そのような解釈
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1２．Resistan aunque los presionen.
（あなた方は）強要されても抵抗しなさい。
13．Llamaré aunque no haya nadie.
誰もいなくても電話するよ。
14．Te puede molestar aunque te desinfectemos la herida.
傷口を消毒してあげても不快感は残るだろう。










２5.13i によると，反駁という談話機能では，例文 17 のように接続法の aunque 節が選ばれ
る。この使い方は「論争の接続法」（subjuntivo polémico）と呼ばれる用法に相当する。
17．Lidia: No he estado, pero lo prefiero.
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他方，筆者は接続法の具体的な使い方として，「未知型」と「意外型」の区別をしている（cf. 














ない。現実には，Si p, no q も Si no p, no q も同時に成立する事例も存在する。たとえば p を
「雨天」，q を「散歩に出ること」とすると，世間には天気が良くても悪くても散歩に出ない人
が存在する。そういう人にとって，「雨天なら散歩に出ない」という条件表現（Si p, no q）も
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ることが表明されるとき：Aunque A, B. という組み合わせのとき，B の成立のために A がそ
の条件として結びついていないため，B の成立を認めるとき，A は B と矛盾する事態です。
そしてその矛盾を表明したいとき，aunque 節の動詞は，話し手が従属節で単なる想定を提示
する接続法になります」と説明した。そして









「私は闘牛が好きでない」と一般的に矛盾する A）と呼ぶことにする。そしてその条件 A を B
成立の条件として容認するとき，Aunque A, B. という譲歩文が成立する。このときの A を
As（B と矛盾しない A）と呼んでみる。すると，譲歩文の A は，客観的な認識では条件 A が
B 成立の条件として容認されるのであるから，An が As に認定されることになる。Aunque 
As, B. である。話者が aunque 節でこの客観的な容認を表現するとき直説法が選ばれる。他
方，話者の持っている情報では，条件 A があくまで事態 B の成立の条件としては設定されて
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7） 「導入辞」という名称は，NGLE（2009）の術語である inductor del modo（叙法の誘因子）を想起さ
せる。この『スペイン語新文法』は第 25 章で，接続法の解釈には統一的な見方が存在しないが，その
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ひとつの疑念を抱いている。和佐（2005）の第 3 章を熟読しても，realis/irrealis の概念に関する和佐
自身の定義は見当たらないが，和佐（2005: 65）が論拠としている引用から判断すると，この概念は事
態の生起に関する捉え方である。すなわち，事態を実際に起こったことや起こりつつあることとして




















10） 本稿では NGLE の引用箇所を頁ではなくて，このように章（47）・節（12）・項（a）で指示する。ま




11） この「慣例的で客観的な期待の否定」については，López García（1994: 169）はその期待（好み）は
「社会的な性格を持っている」としているが，Veiga et al. (2006: 108–9, nota 103) は，その社会性とは，
話し手と話し相手の場合も含めていかなる集団にも潜在的に言及可能な場合にのみ理解できると指摘
している。またその客観的な期待については，Ligatto（2002: 140）も «So when a speaker introduces 
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his/her utterance with aunque they are announcing that they are going to run counter to the real 
or supposed expectation of the addressee based on a cultural pre-construct, a cliché, a common 
sense truth or even a rule of conduct they set themselves» と説明している。
12） 著者のコメントによれば，この 2 本は本来 1 本の論文であり，紙数の関係で分割したということであ
る。
13） 福嶌は結論として 4 点挙げているが，4 点目の「d．これらの規則の適用の度合いは，スペイン語圏の
中で地域差がみられる」は，本稿の議論に直接関係しないので省略する。
14） しかしながら福嶌（1998）の第 1 説の説明には，「既知情報」ではなくて「副情報」という術語が使わ
れている。
15） この主張にはあと 3 点含まれているが，日本語との対照研究の結果であるので，本稿では省略する。
16） この例文は 47.13a のものである。












他方，和佐（2016: 178–9）も 4.2.3. で「譲歩を表す aunque (althought, even if) 節」の叙法選択につ
いて自説を展開している（和佐の接続法の解釈については本稿の注 9 を参照されたい）。まず，
















続法で）表現する可能性については，Fernández Álvarez (1984: 58) も認めている。すなわち，彼は
aunque 節の叙法は経験のある事態なら直説法が，未経験の事態なら接続法が選択される，という叙
法選択の仕組みを主張しているが，接続法は，Aunque {estés ~ estás} gordo, te quiero.「太っていて
も君が好きだよ」のように，話者にとって経験のある事態（直説法）であっても話し相手の気持ちを
考慮して未経験の事態（接続法）であるかのように扱うことがあり，この用法が拡張して，本稿の例
文 6．Aunque {soy ~ sea} español, no me gustan los toros. のように，話者が当然ながら経験のある
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事態でも両方の叙法が使われるのだ，と説明している。
他方，Pérez Saldanya (1999: 3301) は，事実の事態を表現する aunque 節に接続法が使われるのは
譲歩文の主観的な性格に関連づけられる，と解釈する研究者の存在を紹介している。たとえば Badía
（1962: §302）である。Pérez Saldanya によると Badía は，直説法は別の客観的な行為の実現を意味
する傾向のある客観的な情報としての困難さを単純に表明するときに使われ，接続法は対立するふた
つの行為が話者の推論を意味するときにはいつも現れるようだ，と考えている（しかし筆者の確認に
よると，Badía がこの指摘を行なっているのは，302 項ではなくて 308 項である）。













20） 福嶌氏のコメントによれば，［従属節 aunque ind］＋［主節 ind］の場合には主節も従属節も主情報を
表わし（ひとつの文に主たる情報がふたつある），［従属節 aunque subj］＋［主節 ind］の場合には主
節が主情報を，従属節は副情報を表わす，ということである。
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Modal Selection in the Spanish Clause of aunque
Jun-nosuke MIYOSHI
Abstract
The Spanish language has two verbal moods, indicative and subjunctive. These moods 
are selected according to the speaker’s attitude toward what is expressed by his/her speech. 
Speakers select one of them for each of their utterances, but they can select either of them in 
certain contexts. One of such contexts is the concessive clause formed by the conjunction 
aunque. Now we can find considerable number of grammatical and pragmatic explanations 
about the system of modal selection in aunque clauses. 
The objects of this article are the reexamination of our hypothesis on the fundamental 
function of Spanish subjunctive in view of several explanations published so far, the 
reconfirmation of the meaning of concessive clauses, and the reinforcement of our explanation 
of the modal selection of aunque clauses. 
Keywords:  Spanish subjunctive, unknown type, unexpected type, modal selection, concessive 
clause

